
 

２０２７年国際園芸博覧会における出展企画運営業務 

公募型プロポーザル選定委員会議事録（議事要旨） 

項  目 内     容 

１ 日  時 令和８年 10 月 19 日 15 時から 17 時まで 

２ 場  所 広島県庁南館 201 会議室 

３ 出席委員 

農林水産局農業生産課長 

商工労働局観光課長 

農林水産局販売・連携推進課長 

農林水産局農業経営課長 

農林水産局農業技術課長 

４ 議  題 企画提案の審査及び最優秀提案者の選定について 

５ 担当部署 農林水産局農業生産課 

６ 開催方法 参集 

７ 議事内容 

１ 審査結果 

  提案書を基にプレゼンテーションを行い、各選定委員が審査票に基

づき採点した。合計点数が６割を超えており、事業者を選定すること

に選定委員からの異論はなく、最優秀提案者を広島県フラワー活性化

協議会に決定した。 

 

２ 提案者 

 ・広島フラワーツーリズム共同企業体 

 ・近畿日本ツーリスト株式会社 

 ・広島県フラワー活性化協議会 

 

３ 各提案者の評価値 

  「公募型プロポーザル結果一覧」及び「評価基準に基づく評価項目

別の総合値」のとおり 

 

４ 提案者ごとの主な評価・選定理由 

 ⑴ 広島フラワーツーリズム共同企業体 

   ・自社のネットワークで、首都圏等で周知活動や本県への誘客の

提案は良かった。 

   ・費用の面で実現可能性が高くはないと感じた。 

   ・花き生産振興の部分が少なかった。 



 

 ⑵ 近畿日本ツーリスト株式会社 

   ・今回の展示の中で生産者の意欲向上につながる内容が不明。 

   ・ツアー造成は、本事業の目的ではないため、県が提示したコン

セプトと異なる提案内容になっていた。 

   ・花きの魅力を伝えるための訴求力が弱い。 

 ⑶ 広島県フラワー活性化協議会 

   ・花だけでなく、レモンや盆栽など、オール広島での提案は、他

県と差別化できるのではないか。 

   ・広島県だけでなく、首都圏含め県外への広報を検討してもらい

たい。 

   ・ブース内容について、香りや映像等を活用し、広島らしさが演

出されていた。 


